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先が見えないことに対しては、不安なことも多いのは事実です

が、児童生徒の笑顔が集まる学校を目指していきたいと考えます。

どうぞよろしくお願いいたします。令和３年度は本当にありがとう

ございました。

八幡支援学校長 尾崎 伸次
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今年度末は、冬季オリンピックが行われ、過去最多のメダル獲得というニュースが流れていました。開催地と時

差があまりない関係で、ほとんどの競技をリアルタイムで見ることができ、たくさんの感動をもらったように感じます。

そして今は、冬季パラリンピックが開催されており、多くの競技での活躍が期待されているところです。そのような

世界大会ですが、やはり新型コロナウィルス対策としてバブル方式で対応され、内と外を完全に遮断された形を

とっておられます。私たちは、社会の中で生活していくためには内と外をきっちりと分けることは絶対に不可能であ

るため、社会とつながりながら、いかに対応をしていくかを考えるしかありません。

しかし、この３学期は、対策を常に意識してはいましたが、新型コロナウィルス・第６波の勢いは収まらず、多くの

児童生徒・教職員が陽性となり、学校に全員がなかなかそろわない状況がありました。本当に御心配をおかけした

とともに、急な対応（自宅待機や検査待ちなど）に、御理解と御協力をいただきました。ありがとうございました。今

後の状況がどのようになるのか、まだまだ分からないことが多くありますが、児童生徒の安全を第一に考えながら、

学校を運営していきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、卒業証書授与式の日がもう目の前に迫ってきました。３月９日（水）には、高等部普通科17名、福祉総合科

10名、そして、３月15日（火）には、小学部10名と中学部11名が卒業します。

高等部の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんの高校生活は、本当に新型コロナウィルスの影響が大き

かったと思います。この状況を、あえてプラス思考で考えてみると、皆さんはどのように考えるでしょうか。本当に大

変な時期を経験した皆さんだからこそ、得られたこともたくさんあるのではないかと思います。どうか八幡支援学校

で経験したことをプラス思考で考え、新たなる一歩を踏み出してほしいと思います。

小学部、中学部の皆さんは卒業と同時に進学になります。卒業という旅立ちではありますが、進学という新たな

出発につながっていきます。それぞれの学部で、きっと楽しい思い出がいっぱいだとは思いますが、新しい場所で

も、さらにいろいろな経験をし、思い出をたくさん作ってください。本当に卒業おめでとうございます。

在校生の皆さんは、令和３年度はどのように過ごしたでしょうか。少しずつですが交流も行うことができ、京都八

幡高校南キャンパスの文化祭や体育祭に参加することができたクラスもありました。様々な出会いをとおしてつな

がり、そして目標に向かってチャレンジする姿を、これからも見せてほしいと思います。一緒に頑張りましょう。

保護者の皆様、地域や関係者の皆様、令和３年度も多くの御支援をいただきありがとうございました。昨年度末

には「今までに経験したことのないような状況」という言葉を使わせていただいたのですが、今年度については常に

新型コロナウィルス対応の状況であり、今までの日常を思い出さなければならないように感じてしまいます。



３月～４月当初の予定
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京しごと技能検定
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７ 月 高等部卒業式リハーサル 平日

９ 火 高等部卒業証書授与式 半日

11 金 小・中学部卒業式リハーサル 平日

15 火 小・中学部卒業証書授与式 半日

17 木 給食終了 水曜

18 金 修了式 半日

22 火 入学説明会（11:00～12:15）

４

６ 水 クラス発表（10:00～12:00） ※高等部生徒は、制服で登校。

８ 金 着任式・始業式 半日

11 月 入学式 半日

12 火 給食開始 水曜

修学旅行

今年度も感染症対策を行いながらの1年間となりま
した。予定していた行事や取組が中止となることもあり
ましたが、秋には修学旅行や校外学習に行くことがで
きました。リモートでの授業や交流の取組も日常となり
ましたが、実際に見て・聞いて・感じて本物に触れるこ
との大切さを感じる日々でもありました。
小学部の児童は、楽しい遊びや学習を力一杯取り
組み、心も体もとても成長したように思います。来年度
も安心・安全はもちろん、本物に触れることを大切にし
つつ元気いっぱいの小学部でありたいと思います。

今年度も「つながり・チャレンジする子どもたち」を存
分に体現してくれた高等部の皆さんでした。実習や各
種検定に積極的に向かったことはまさにチャレンジで
した。
チャレンジに心配や不安はつきもの。そんな気持ち
でありながらも練習を重ねたり、本番に挑んだりしたか
らこそ、皆さんは成長できたのだと思います。たった数
日の実習や検定を終えただけで、たくましく感じられた
生徒を一年間たくさん見てきました。
卒業生の皆さんは社会で、１，２年生の皆さんはこ

れからの学校生活で、挑戦、挑戦。そしてまた一つ大
きくなあれ。

中学部の学部目標は「自信をもって自ら人やものに
かかわる姿をめざす」です。
しかし、今年度もコロナの影響で、生徒たちにとって
はその目標を達成するための機会や場面が少なく
なってしまったかもしれません。
それでも、日々の生活の中で一番身近にいる友達と、
そして先生とのやりとりの中で、伝えたい思いがふくら
み、できることが増え、少し誇らし気に活動に向かう生
徒の表情や姿がたくさんありました。大切なのは機会
ではなく、日常でした。
これからも目標達成には、何よりも日々の積み重

ねや習慣、意識づけが必要です。生徒たちの力と可
能性を信じて歩んでいきます。


